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今
年
の
夏
は
得

が
た
い
体
験
を
し

た
。
四
半
世
紀
前

に
受
け
た
骨
盤
内

の
悪
性
腫
瘍
の
術

後
、
次
第
に
増
悪
す
る
下
肢
の

リ
ン
パ
浮
腫
の
治
療
を
求
め
て

専
門
医
を
受
診
し
、
20
日
間
入

院
し
た
▼
毎
日
午
前
中
に
入
浴

し
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
後
、

片
足
に
種
々
の
弾
力
包
帯
12
本

を
巻
く
。
さ
な
が
ら
ミ
イ
ラ
の

態
で
あ
る
▼
１
週
間
後
、
体
重

は
３
・
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
減
、
下

肢
は
、
皮
膚
が
大
き
な
チ
リ
メ

ン
皺
を
呈
し
て
細
く
な
っ
た
。

夜
、
ミ
イ
ラ
脚
の
ま
ま
眠
る
の

は
苦
痛
で
無
意
識
の
う
ち
に
包

帯
を
解
い
て
し
ま
う
こ
と
も
。

２
週
間
を
過
ぎ
る
と
、
セ
ル
フ

ケ
ア
と
称
し
て
自
分
で
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
弾
力
包
帯
巻
き
の
訓
練

を
受
け
る
。
退
院
後
も
続
け
る

必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
入
院

中
、
薬
の
処
方
は
な
し
、
理
学

療
法
士
の
「
手
」
に
よ
る
手
当

だ
け
で
あ
っ
た
▼
３
週
間
後
、

体
重
は
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
減

り
、
歩
く
の
も
軽
く
速
く
な
っ

た
。
包
帯
の
巻
け
な
い
部
分
の

浮
腫
や
、
リ
ン
パ
管
が
結
合
組

織
や
脂
肪
組
織
と
絡
み
合
っ
て

リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
の
難
し
い

場
合
に
は
、
外
科
的
処
置
が
必

要
に
な
る
。
現
在
、
仕
事
を
し

て
い
る
関
係
上
、
夜
の
数
時
間

し
か
バ
ン
デ
イ
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ

で
も
続
け
て
い
る
▼
医
療
を
受

け
る
側
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

て
い
ね
い
な
ケ
ア
に
、
改
め
て

日
本
の
医
療
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
た
。
む
く
み
か
ら
解
放
さ

れ
、
今
ま
で
履
け
な
か
っ
た
靴

や
ブ
ー
ツ
、
着
れ
な
か
っ
た
服

を
再
び
着
用
で
き
る
喜
び
を
か

み
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
リ
ン
パ
浮
腫
に
悩
ん
で
い

る
方
に
は
助
言
し
た
い
。
温
か

い
掌
の
治
療
に
癒
さ
れ
た
夏
の

日
を
思
い
出
し
つ
つ 

（
硝
子
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
３面ヴィッセル神戸 安達亮監督インタビュー

会員意見実態調査結果3「診療報酬改定（医科）」
２面

消費税の増税中止とゼロ税率求める会員署名を開始

今
後
の
診
療
所
運
営
が
非
常
に

心
配
で
す
。
子
ど
も
に
後
を
継

が
せ
る
の
を
た
め
ら
い
ま
す
。

 

（
西
区
）

・
こ
れ
以
上
の
国
民
へ
の
負
担

増
は
や
め
て
ほ
し
い
。

 

（
東
灘
区
・
歯
科
）

・
国
は
消
費
税
分
は
診
療
報
酬

ア
ッ
プ
で
償
う
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
患
者
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
医
療
費
非
課

税
に
反
し
ま
す
。 

（
西
宮
市
）

・
法
人
税
を
減
税
し
て
、
消
費

税
増
税
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
で

あ
る
。
国
際
競
争
力
云
々
と
い

う
が
、
企
業
は
発
展
途
上
国
に

工
場
を
移
転
し
て
、
安
い
労
働

力
で
利
益
を
上
げ
、
若
者
の
雇

用
を
減
ら
し
て
い
る
。
国
賊
と

呼
ん
で
い
い
。
加
重
税
を
課
す

べ
き
で
あ
る
。 

（
兵
庫
区
）

・
院
内
処
方
な
の
で
、
薬
剤
購

入
費
に
か
か
る
消
費
税
が
８
％

に
な
っ
て
損
税
が
莫
大
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
可
処
分
所

得
も
ど
ん
ど
ん
低
下
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
増
税

は
、
経
営
の
継
続
が
困
難
と
な

る
た
め
、
ぜ
ひ
中
止
し
、
ゼ
ロ

税
率
の
適
用
を
お
願
い
し
ま

す
。 

（
長
田
区
）

・
今
の
国
民
全
体
の
実
質
所
得

（
目
減
り
）
か
ら
み
て
も
、
10

％
に
増
税
す
る
根
拠
は
な
い
と

思
い
ま
す
。 

（
芦
屋
市
）

・
安
倍
は
大
企
業
、
資
本
に
奉

仕
す
る
こ
と
を
止
め
、
国
民
の

健
康
、
生
活
を
第
一
に
す
る
政

策
を
実
現
せ
よ
。 

（
灘
区
）

・
消
費
税
は
本
来
、
最
終
消
費

者
が
払
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
医
師
が
払
う
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
医
療
に
税
金

を
か
け
る
こ
と
自
体
が
不
合
理

で
あ
る
。
営
利
企
業
で
は
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
ゼ
ロ
税
率
に

す
べ
き
で
あ
る
。
医
師
が
ゆ
と

り
を
持
っ
て
診
療
に
専
念
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
え
て
ほ
し

い
。 

（
灘
区
）

・
２
割
の
国
民
が
年
収
２
０
０

万
円
以
下
の
貧
困
大
国
日
本
で

は
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
、

生
活
必
需
品
は
ゼ
ロ
税
率
が
絶

対
必
要
で
す
。 

（
灘
区
）

・
医
療
は
患
者
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
も
の
。
国
力
ア
ッ

プ
す
る
た
め
に
は
健
康
あ
っ
て

の
国
民
の
力
だ
と
思
い
ま
す
。

ゼ
ロ
税
率
適
用
は
必
須
で
す
！

 

（
垂
水
区
）

・
医
療
は
非
課
税
の
は
ず
な
の

に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
診
療

報
酬
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、

消
費
税
分
を
補
て
ん
す
る
と
い

う
の
は
、
間
違
っ
て
い
ま
す
。

税
制
の
問
題
は
、
税
制
の
中
で

解
決
す
る
べ
き
で
あ
り
、
最
良

の
方
法
は
医
療
へ
の
ゼ
ロ
税
率

の
適
用
で
す
。 

（
明
石
市
）

　

患
者
負
担
と
医
療
機
関
の
損
税
を
増
や
す
消

費
税
増
税
は
中
止
を―

―

。
協
会
は
、
消
費
税

10
％
へ
の
増
税
中
止
と
医
療
・
生
活
必
需
品
に

ゼ
ロ
税
率
（
免
税
）
を
適
用
す
る
こ
と
を
求
め

る
会
員
署
名
を
開
始
し
、
10
月
２
日
現
在
３
３

６
筆
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
ひ
と
言
」
欄
に
は
、

受
診
抑
制
の
実
態
や
損
税
に
よ
る
経
営
難
を
訴

え
る
切
実
な
声
、
大
企
業
減
税
へ
の
怒
り
の
声

が
書
か
れ
て
い
る
。
集
ま
っ
た
署
名
は
10
月
23

日
の
国
会
要
請
行
動
で
財
務
省
や
地
元
選
出
国

会
議
員
に
提
出
す
る
。
寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹
介

す
る
。

　

兵
庫
協
会
の
秋
祭
り
、
第
23

回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
日

常
診
）
が
10
月
26
日
に
、
今
年

も
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
南
側
の
神
戸
市

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

・
家
庭
で
使
え
る
額
が
減
り
、

受
診
を
控
え
る
患
者
さ
ん
が
増

え
て
お
り
ま
す
。 

（
須
磨
区
）

・
受
診
抑
制
と
損
税
の
増
加
で

“10％増税もってのほか”“10％増税もってのほか”
国
民
と
医
療
機
関
の
負
担
を
増
や
す

増
税
に
怒
り
の
声　
　
　
　
　
　
　広島土石流災害　実態視察

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会

（
代
表
世
話
人
・
吉
岡
正

雄
協
会
副
理
事
長
）
が
提

出
し
て
い
た
、「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実

現
の
意
見
書
採
択
を
求
め

る
請
願
書
」
が
、
川
西
市

議
会
で
９
月
19
日
に
採
択

さ
れ
た
。
同
趣
旨
の
請
願

採
択
は
県
下
41
市
町
議
会

中
25
番
目
と
な
り
、
６
割

を
超
え
た
。
同
連
絡
会
は

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
市

町
で
の
採
択
を
め
ざ
す
。

　

意
見
書
で
は
、
①
患
者

窓
口
負
担
の
軽
減
、
②
診

療
報
酬
の
改
善
、
③
保
険

の
き
く
歯
科
技
術
の
拡
大

を
、
国
に
求
め
て
い
る
。

れ
ま
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
い
ま
問
う　

あ
な
た
の
情

熱
」。
分
科
会
で
は
、「
最
近
の

透
析
医
療
は
？
」「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
」「
在
宅
で

の
残
薬
処
理
と
服
薬
管
理
」
な

ど
、
先
生
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

話
題
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

恒
例
の
医
科
・
歯
科
・
薬
科

交
流
企
画
は
新
し
い
試
み
と
し

て
「
医
科
・
歯
科
・
薬
科
連
携

の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
〜
日
常
診

療
に
す
ぐ
役
立
つ
は
な
し
〜
」

と
題
し
て
指
定
講
演
が
あ
り
ま

す
。
テ
ー
マ
は
、
医
科
か
ら
は

「
女
性
学
入
門
そ
の
一
」「
日

本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
が
投
げ
か

け
た
も
の
」「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」、
歯
科
か
ら

は
「
低
コ
ス
ト
で
で
き
る
感
染

対
策
」「
親
知
ら
ず
の
抜
歯
時

期
」、
薬
科
か
ら
は
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

（
一
般
用
医
薬
品
）
と
の
の
み

あ
わ
せ
」「
お
薬
カ
レ
ン
ダ

ー
」「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
な
ど

多
彩
で
す
。
も
ち
ろ
ん
質
問
も

お
受
け
し
て
み
ん
な
で
勉
強
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
救
急
フ
ェ
ス
タ
や
、

ち
ょ
っ
と
一
服
の
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。

　

「
あ
な
た
と
私
の
展
示
会
」

で
は
、
文
化
部
の
陶
芸
体
験
企

画
で
参
加
者
が
作
製
し
た
来
年

の
干
支
・
未

ひ
つ
じ

の
焼
き
物
も
展
示

さ
れ
ま
す
。

　

先
着
１
０
０
名
に
は
薬
科
部

特
製
・
薬
草
湯
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
先
着
２
２
０
名
に
は
地
元

兵
庫
県
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
県

下
11
支
部
が
選
び
に
選
ん
だ
特

産
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

み
ん
な
で
積
極
的
に
参
加
し

て
協
会
の
秋
祭
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
医
科
の
先
生
、
歯
科

の
先
生
、
薬
剤
師
の
先
生
と
交

流
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
す
ば

ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

第
23
回
日
常
診
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

医
・
歯
・
薬
交
流
の

す
ば
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
６面に　　
プログラム

池内 春樹理事長

川西市が請願を可決川西市が請願を可決
 県下25市町に広がる

◀
署
名
用
紙

◀
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

【まだの方は今すぐFAXでご返送ください】
　ご返送がまだの方は、ぜひ今すぐ署名の上、FAX078－
393－1802までご返送をお願いします。
　ファックスが届いていない方は、☎078－393－1807まで
ご連絡ください。

寄
せ
ら
れ
た

「
ひ
と
言
」

「
ひ
と
言
」

７日　入院したときに
　　　必要な口腔ケア
14日　転んで歯が折れたら、
　　　どうする？
21日　海外の歯科事情
28日　入れ歯をつくる歯科技工士
　　　がいなくなる!?

10月の放送予定

AM558kHz（但馬放送局1395kHz）
 毎週火曜20時25分頃～

ラジオ関西番組出演

「医療知ろう！」放送中

追加注文は、☎078－393－1807まで

ストップ患者負担増！ストップ患者負担増！

署名・クイズチラシにご協力を署名・クイズチラシにご協力を

「保険でより良い歯科」意見書採択「保険でより良い歯科」意見書採択



住
民
本
位
の
復
旧
・
復
興
を

住
民
本
位
の
復
旧
・
復
興
を

２０１４年(平成２６年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７６３号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

◇
出
席　

31
人

◇
情
勢　

日
医
が
15
年
度
税
制

改
正
要
望
を
発
表
し
た
。
消
費

税
10
％
増
税
時
に
患
者
負
担
を

増
や
さ
な
い
制
度
で
の
損
税
解

消
を
求
め
て
い
る
。
９
月
中
旬

に
は
医
療
界
の
一
致
し
た
意
見

と
し
て
、
損
税
解
消
の
具
体
的

な
方
法
を
と
り
ま
と
め
、
明
ら

か
に
す
る
と
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
」
請
願
署
名

に
目
標
５
万
筆
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
、
②
「
10
・
23
国
民
集

会
」
に
兵
庫
か
ら
参
加
目
標
20

人
、
支
部
か
ら
も
参
加
を
呼
び

か
け
る
こ
と
、
③
理
事
会
前
に

街
頭
宣
伝
を
行
う
こ
と
（
10
／

25
、
11
／
８
）、
④
保
団
連

「
消
費
税
増
税
中
止
」
院
長
署

名
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
協
力
依
頼
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

◇
医
療
活
動　

吉
岡（
正
）副
理

事
長
が
日
経
新
聞
記
事
「
入
れ

歯
の
高
齢
者
が
な
ぜ
減
っ
た
」

に
つ
い
て
歯
科
部
会
で
の
討
論

を
報
告
。
予
防
の
重
要
性
を
医

療
費
抑
制
の
た
め
論
じ
る
の
は

問
題
、
入
れ
歯
が
減
っ
た
背
景

に
「
予
防
歯
科
・
健
診
」
の
意

識
が
広
が
っ
た
と
し
て
い
る

が
、
貧
困
拡
大
と
受
診
抑
制
と

い
う
経
済
的
要
因
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
要
検
証
と
し
た
。

◇
震
災
対
策　

借
り
上
げ
住
宅

へ
の
継
続
入
居
を
め
ぐ
る
動
き

や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備

え
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る

「
み
な
し
仮
設
」
の
問
題
点
、

８
月
の
豪
雨
で
の
京
都
や
広
島

の
被
災
状
況
と
協
会
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◇
社
保
協　

『
暮
ら
し
と
命
を

守
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
が
好
評

で
、
在
庫
を
上
回
る
大
量
の
追

加
注
文
を
受
け
て
お
り
、
増
刷

と
追
加
購
入
が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
９
月
13
日
理
事
会
よ
り
）

　

保
団
連
・
兵
庫
協
会
は
９
月

14
・
15
日
、
広
島
市
内
で
発
生

し
た
土
石
流
災
害
に
対
す
る
土

石
流
災
害
実
態
視
察
と
広
島
県

災
対
連
結
成
総
会
（
全
国
災
対

連
の
主
催
）
に
参
加
し
た
。
住

江
憲
勇
保
団
連
会
長
、
杉
山
正

隆
同
理
事
・
新
聞
部
長
に
、
兵

庫
協
会
事
務
局
が
随
行
し
た
。

　

「
災
害
被
災
者
支
援
と
災
害

対
策
改
善
を
求
め
る
広
島
県
連

絡
会
（
略
称
：
広
島
災
対

連
）」
結
成
総
会
に
は
、
県
内

外
か
ら
37
団
体
74
人
が
参
加
。

　

全
国
災
対
連
代
表
世
話
人
の

小
田
川
義
和
全
労
連
議
長
は

「
今
回
の
災
害
は
典
型
的
な
都

市
型
災
害
。
阪
神
・
淡
路
や
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
も
活
か

し
な
が
ら
、
政
策
を
政
府
に
迫

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
激

励
。
災
害
救
助
法
の
柔
軟
な
適

用
を
要
求
し
て
い
く
必
要
を
指

摘
し
た
。

　

議
事
で
は
、
当
面
の
取
り
組

み
の
方
針
と
し
て
、
①
安
佐
南

区
を
中
心
と
す
る
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
、
②

要
求
集
約
、
実
現
運
動
を
推
進

す
る
、
③
募
金
・
支
援
活
動
を

呼
び
か
け
る
等
が
確
認
さ
れ

た
。

　

討
論
で
は
、
参
加
者
か
ら

「
限
定
さ
れ
た
地
域
で
起
き
た

災
害
で
、
日
常
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
る
地
域
も
あ
り
、
被
害
の

実
相
が
す
で
に
見
え
に
く
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
復
興
格
差
の

懸
念
も
あ
り
、
聞
き
取
り
調
査

に
よ
る
被
災
の
『
可
視
化
』
が

今
後
の
課
題
」「
二
重
ロ
ー
ン

の
問
題
が
す
で
に
発
生
。
金
利

ゼ
ロ
の
社
協
の
生
活
福
祉
金
も

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

周
知
と
改
善
が
必
要
」「
地
元

住
民
へ
の
復
興
説
明
会
も
今
の

と
こ
ろ
土
木
問
題
に
終
始
し
て

お
り
、
生
活
再
建
が
後
景
に
置

診
セ
ン
タ
ー
長
で
広
島
協
会
理

事
の
青
木
克
明
先
生
の
案
内
の

も
と
、
特
に
被
害
の
激
し
か
っ

た
同
市
安
佐
南
区
の
八
木
地

区
、
緑
井
地
区
な
ど
を
視
察
し

た
。

　

１
ト
ン
を
超
え
る
巨
岩
や
大

当
た
り
に
し

た
。

　

ま
た
現
地

は
、
も
と
も

と
土
砂
が
堆

積
し
て
で
き

た
扇
状
地
が

高
度
成
長
期

に
開
発
さ
れ

た
郊
外
住
宅

地
で
、
今
回

の
土
砂
災
害

は
〝
都
市
外

縁
型
〞
の
斜

面
災
害
で
あ

広
島
土
石
流
災
害
実
態
視
察

量
の
土
砂
、
杉
な
ど
の
生
木
が

い
ま
だ
散
乱
す
る
現
地
の
惨
状

を
実
見
。
県
内
外
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
行
政
に
よ
る
懸
命

の
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
な
が
ら

も
、
完
全
な
撤
去
に
は
ま
だ
ま

だ
道
の
り
の
遠
い
現
状
を
目
の

り
、
瀬
戸
内
全
域
に
広
が
る
花

崗
岩
地
質
が
風
化
し
た
「
マ
サ

土
」
の
表
層
崩
壊
は
、
兵
庫
も

含
む
他
府
県
で
十
分
起
こ
り
う

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
空
き
病
棟
を
避
難

所
と
し
て
提
供
し
て
い
る
広
島

共
立
病
院
で
、
避
難
所
の
援
助

を
担
当
し
て
い
る
同
市
市
民
局

の
国
重
俊
彦
課
長
と
懇
談
し

た
。

　

住
江
会
長
は
「
被
災
者
に
寄

り
添
う
市
の
活
動
に
敬
意
を
表

す
る
。
災
対
連
は
今
後
、
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
を
広
く
集
約
し
、

当
局
に
も
要
望
し
て
い
き
た

い
」
と
し
、
同
課
長
は
「
市
民

生
活
の
再
建
の
た
め
、
め
ざ
す

も
の
は
一
緒
。
課
題
の
解
決
の

た
め
に
は
協
力
を
惜
し
ま
な

い
」
と
応
じ
た
。

　

「
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に

対
す
る
評
価
」
で
は
、「
大
い

に
不
満
」
16
・
４
％
、「
不

満
」
37
・
７
％
と
、
合
わ
せ
て

過
半
数
と
な
っ
た
。
一
方
で
、

「
満
足
で
も
不
満
で
も
な
い
」

が
39
・
６
％
、「
満
足
」
と

「
大
い
に
満
足
」
は
合
わ
せ
て

わ
ず
か
１
・
９
％
で
あ
っ
た

（
図
１
）。

　

「
改
定
前
に
比
べ
て
の
請
求

額
」
に
つ
い
て
は
、「
か
な
り

マ
イ
ナ
ス
」
が
13
・
２
％
、

「
や
や
マ
イ
ナ
ス
」
が
37
・
７

方
、「
引
き
下
げ
る
べ
き
」
は

わ
ず
か
１
・
３
％
だ
っ
た
（
図

２
）。
理
由
に
つ
い
て
、「
引
き

上
げ
る
べ
き
」
と
答
え
た
人
の

96
・
６
％
が
「
点
数
が
低
す
ぎ

る
か
ら
」
と
回
答
。
一
方
、

「
こ
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
し
た

人
の
59
・
３
％
が
、「
患
者
負

担
が
増
え
る
か
ら
」
と
答
え
て

い
る
（
図
３
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
初
再
診
料

会
員
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

「
地
域
包
括
診
療
加
算
／
地

域
包
括
診
療
料
の
新
設
に
つ
い

て
」
で
は
、「
廃
止
す
べ
き
」

が
25
・
８
％
と
「
評
価
で
き

る
」
の
７
・
６
％
を
上
回
っ
た

（
図
４
）。

　

「
同
一
建
物
居
住
者
の
場
合

の
訪
問
診
療
に
係
る
点
数
引
き

下
げ
」
に
つ
い
て
は
、「
引
き

下
げ
は
不
当
」
30
・
８
％
、

「
引
き
下
げ
は
必
要
」
23
・
３

か
れ
て
い
る
」
な
ど
、
被
災
者

個
別
の
聞
き
取
り
調
査
を
中
心

と
し
た
、
実
態
把
握
と
生
活
支

援
活
動
の
重
要
性
な
ど
が
指
摘

さ
れ
た
。

　

15
日
に
は
住
江
会
長
、
杉
山

理
事
が
、
広
島
共
立
病
院
の
健

■ おおいに不満

■ 不満

■ 満足でも
　　 不満でもない

■ 満足

■ おおいに満足

■ その他

■ 無回答

16.416.4

37.737.7

（%）（%）

39.639.6

1.31.30.00.0
1.91.9 3.13.1

％
、「
変
わ
ら
な
い
」
が
36
・

５
％
、「
や
や
プ
ラ
ス
」
が
４

・
４
％
、「
か
な
り
プ
ラ
ス
」

が
０
・
６
％
で
あ
っ
た
。

　

消
費
税
分
を
除
い
た
今
回
の

改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
26
％

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は

「
医
療
崩
壊
」
か
ら
の
脱
却
や

■ 引き上げるべき　　　■ 引き下げるべき
■ このままでよい　　　■ その他
■ 無回答

56.0

1.3

34.034.0

2.52.5 6.36.3
（%）（%）

い
く
。

初
再
診
料　

56
％
が

「
引
き
上
げ
る
べ
き
」

　

「
今
回
の
改
定
で
影
響
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
」
は
、「
消
費
税
増
税
対
応

分
の
点
数
上
乗
せ
」
が
最
も
多

く
29
・
６
％
と
な
り
、
以
下

「
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
２
の

引
き
下
げ
」
17
・
６
％
、「
在

宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
の
引

き
下
げ
」
15
・
１
％
、「
う
が

い
薬
の
み
処
方
の
保
険
外
し
」

12
・
６
％
、「
向
精
神
薬
多
剤

投
与
の
減
算
」
10
・
１
％
と
続

く
（
表
）。

　

こ
れ
ら
の
項
目
は
２
月
の
段

階
で
保
団
連
が
示
し
た
「
２
０

１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
係

る
緊
急
改
善
要
請
」
で
指
摘
し

て
い
た
も
の
で
、
厚
労
省
が
改

善
を
行
わ
ず
強
行
し
た
た
め

に
、
医
療
機
関
に
悪
影
響
が
出

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

「
初
再
診
料
に
つ
い
て
」

は
、「
引
き
上
げ
る
べ
き
」
が

56
・
０
％
、「
こ
の
ま
ま
で
よ

い
」
が
34
・
０
％
と
な
っ
た
一

％
と
な
っ
た
。
大
幅
な
点
数
引

き
下
げ
に
反
対
し
て
い
る
会
員

が
い
る
一
方
で
、
一
部
の
「
不

適
切
」
と
さ
れ
る
訪
問
診
療
に

関
す
る
報
道
な
ど
に
よ
り
、
引

き
下
げ
を
容
認
す
る
声
が
一
定

数
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

（
図
５
）。

引き上げるべき

引き下げるべき

このままでよい

※グラフ内の数字は回答数

その他
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　点数が低すぎるから　　　■点数が高すぎるから
■患者負担が増えるから　　■患者負担が減るから
■その他　　　　　　　　　■無回答

（%）（%）

■ 評価できる　　　　■ 廃止すべき
■ どちらでもない　　■ 無回答

7.6

25.8

52.852.8

13.813.8
（%）（%）

①八木・緑井地区だけで50万立方メートル
の土砂が流失した②広島共立病院の青木克
明先生（左）住江会長（中央）が市民局課
長の国重氏（右）と懇談

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

柴
田　

市
子
先
生

神
崎
郡　

外
科

９
月
23
日　

享
年
91
歳

市
橋　
　

大
先
生

東
灘
区　

外
・
整
形
外
科

８
月
18
日　

享
年
93
歳

診
療
所
等
あ
っ
せ
ん

診
療
所
等
あ
っ
せ
ん

◇
診
療
所　

内
科
、
呼
吸

器
科

◇
勤
務
先　

茨
木
市　

阪

急
京
都
線
「
総
持
寺
駅
」

前
す
ぐ

◇
診
察
、　

検
査
機
械
付

◇
委
細
面
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９

協
会
・
松
村
ま
で

現
地
災
対
連
が
結
成
総
会

会
員
意
見
実
態
調
査
結
果

3
診
療
報
酬
改
定
（
医
科
）

表　今回の改定で貴院で影響が大き
いと思われる項目（５つまで、複数
選択）で５％以上となったもの

％
消費税増税対応分の点数上乗
せ 29.6

在宅患者訪問診療料２（同一
建物居住者の場合）の引き下
げ

17.6

在宅自己注射指導管理料の引
き下げ 15.1

「うがい薬のみ処方」の保険
外し 12.6

向精神薬多剤投与の減算 10.1
在宅時医学総合管理料、特定
施設入居時等医学総合管理料
の「同一建物居住者」減算

 9.4

地域包括診療加算（20点）の
新設  7.6

強化型支援診（病）の緊急往
診・看取り実績要件の強化  7.6

在宅患者訪問診療料２の別紙
様式14のレセプト添付要件  7.6

図１　今回の診療報酬改定に対する
先生の評価は（医科）

図２　初・再診料について

図４　地域包括診療加算／
地域包括診療料の新設につ
いて

■ 引き下げは不当　　■ 引き下げは必要
■ どちらでもない　　■ 無回答

30.8

23.3
32.132.1

13.813.8
（%）（%）

図５　同一建物居住者の場
合の訪問診療に係る点数引
き下げについて

図３　初・再診料をどうするべきか／その理由

②

①

今
次
改
定
に

 

「
不
満
」過
半
数

地
域
医
療
の
再

生
は
の
ぞ
め
な

い
。
兵
庫
協
会

は
国
民
医
療
の

充
実
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
診

療
報
酬
の
引
き

上
げ
を
求
め
て

運
動
を
進
め
て

の
現
状
維
持
を
求
め
て

い
る
会
員
の
多
く
が
、

患
者
負
担
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
は
や
む
を
得

な
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

「
診
療
報
酬
の
出
来

高
払
い
／
包
括
払
い
に

つ
い
て
」
で
は
、「
出

来
高
払
い
を
維
持
拡
大

す
る
べ
き
」
が
64
・
８

％
と
、「
包
括
払
い
を

拡
大
す
べ
き
」
の
１
・

３
％
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
厚
労
省
が
医
療
費

削
減
の
た
め
に
進
め
る

診
療
報
酬
の
包
括
払
い

化
に
対
し
て
、
多
く
の



２０１４年(平成２６年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７６３号（３）

特別インタビュー　　　　ヴィッセル神戸

神戸とともにチームも成長したい神戸とともにチームも成長したい
　

田
中　

お
忙
し
い
シ
ー
ズ
ン

中
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
が
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の

フ
ァ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

会
員
の
先
生
方
に
地
元
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
の
魅
力
を
伝
え
、
ス
タ
ジ

ア
ム
に
足
を
運
ん
で
も
ら
お
う

と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企
画
し

ま
し
た
。
さ
て
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

は
９
月
11
日
現
在
、
リ
ー
グ
戦

第
22
節
終
了
で
９
勝
８
分
５

敗
、
勝
ち
点
35
で
５
位
、
初
の

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
一
サ
ポ
ー
タ
ー
の
私

と
し
て
は
上
出
来
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ

の
結
果
を
ど
う
と
ら
え
て
お
ら

れ
ま
す
か
。
監
督
は
、
シ
ー
ズ

ン
前
に
目
標
は
優
勝
と
言
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
。　

　

安
達　

ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
と

天
皇
杯
を
落
と
し
て
し
ま
い
、

一
番
タ
イ
ト
ル
を
獲
る
の
が
難

し
い
リ
ー
グ
戦
し
か
、
チ
ャ
ン

ス
が
残
っ
て
い
な
い
の
は
、
非

常
に
残
念
で
す
。
ナ
ビ
ス
コ
カ

ッ
プ
は
準
々
決
勝
で
敗
退
し
ま

し
た
が
、
そ
の
ガ
ン
バ
大
阪
戦

で
も
、
引
き
分
け
た
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
第
１
戦
で
勝
ち
、
第
２
戦

を
し
の
げ
て
い
れ
ば
と
、
悔
し

い
で
す
ね
。

　

田
中　

去
年
Ｊ
２
か
ら
這
い

上
が
っ
て
き
て
、
今
年
の
Ｊ
１

で
は
い
か
が
で
す
か
。

　

安
達　

Ｊ
１
は
、
選
手
の
レ

ベ
ル
も
上
が
り
、
戦
略
に
つ
い

て
、
相
手
も
こ
ち
ら
の
考
え
た

こ
と
を
ロ
ジ
カ
ル
に
や
っ
て
く

る
の
で
、
戦
い
や
す
い
と
い
う

印
象
は
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
昨
年
の
よ
う
に
、
何

が
何
で
も
１
年
で
Ｊ
１
に
復
帰

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
絶
対

に
負
け
ら
れ
な
い
と
い
う
、
ぎ

り
ぎ
り
の
緊
張
感
が
あ
る
ほ
う

が
私
に
は
向
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
タ
イ
ト
ル
を
獲
る

と
言
っ
た
の
は
、
自
分
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
た
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。

　

田
中　

リ
ー
グ
戦
の
残
り
12

試
合
、
ど
う
戦
わ
れ
ま
す
か
。

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
は
Ｊ
１
で
は
毎
年

残
留
を
意
識
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
残
留
ラ
イ
ン
は
固

い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

安
達　

ト
ッ
プ
に
数
字
上
た

ど
り
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
限

り
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
し
、
１
試

合
ず
つ
戦
っ
て
い
き
ま
す
。
Ａ

Ｃ
Ｌ
（
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ズ
リ
ー
グ
）
に
出
場
で
き
る
３

位
以
内
争
い
に
は
、
シ
ー
ズ
ン

最
終
戦
ま
で
絡
ん
で
い
た
い
。

そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
は

今
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

田
中　

全
力
で
勝
ち
を
狙
っ

て
い
く
と
。

　

安
達　

は
い
、
そ
の
通
過
点

で
残
留
は
通
り
過
ぎ
る
と
見
て

い
ま
す
。

全
力
で
勝
ち
を
狙
っ
て
い
く

全
力
で
勝
ち
を
狙
っ
て
い
く

　

Ｊ
リ
ー
グ
は
、
チ
ー
ム
名
称
は
地
域
名
＋
愛
称
を
原
則
と

し
、
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
運
営
を
義
務
づ
け
る
な
ど
、
地
域
を
基

盤
と
す
る
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
は
97
年

に
Ｊ
Ｆ
Ｌ
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
に
昇
格
し
て
17
年
。
Ｊ
２
か
ら
１
年

で
Ｊ
１
に
復
帰
し
、
今
年
は
リ
ー
グ
戦
で
10
位
以
内
を
維
持
し

続
け
て
い
る
。
地
元
神
戸
で
盛
り
立
て
よ
う
と
、
安
達
亮
監
督

に
田
中
孝
明
神
戸
支
部
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
今
季
の
チ
ー
ム

状
況
や
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
な
ど
を
聞
い
た
。

上
位
維
持
で
き
る
チ
ー
ム
へ
改
革

上
位
維
持
で
き
る
チ
ー
ム
へ
改
革

　

田
中　

今
年
の
試
合
を
見
て

い
て
、
こ
れ
ま
で
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

と
言
え
ば
堅
守
速
攻
の
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
、
ボ
ッ
ク
ス
内
で

の
シ
ョ
ー
ト
パ
ス
を
多
用
さ
れ

る
な
ど
、
ボ
ー
ル
を
持
つ
時
間

が
長
く
な
り
、
チ
ー
ム
の
戦
術

が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

安
達　

そ
う
で
す
ね
。
こ
の

地
元
・
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
た
い

地
元
・
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
た
い

　

田
中　

ど
う
い
う
資
質
の
人

が
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
に
入
っ
て
ほ
し

い
と
お
考
え
で
す
か
。

　

安
達　

神
戸
の
こ
と
が
好
き

な
人
で
す
ね
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に

で
き
、
神
戸
市
に
支
援
を
受
け

て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
神
戸
の

ま
ち
の
ク
ラ
ブ
で
い
た
い
、
地

元
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
た
い
。

そ
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
く

れ
る
人
に
育
っ
て
き
て
ほ
し
い

ク
ラ
ブ
が
タ
イ
ト
ル
を
獲
り
、

毎
年
安
定
し
て
上
位
に
い
る
た

め
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
上

で
、
堅
守
速
攻
と
両
方
が
使
い

分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
Ｊ
１
で
は
厳
し
い
。
今

で
言
う
と
Ｆ
Ｃ
東
京
と
か
ガ
ン

バ
大
阪
の
よ
う
な
、
そ
う
い
う

変
化
を
し
た
い
と
、
今
年
思
い

切
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

田
中　

シ
ー
ズ
ン
中
の
補
強

で
、
枝
村
匠
馬
選
手
と
石
津
大

介
選
手
が
加
わ
り
ま
し
た
ね
。

　

安
達　

２
人
と
も
、
シ
ー
ズ

ン
前
か
ら
狙
い
を
つ
け
て
い

て
、
う
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ

い
ま
し
た
。
攻
撃
す
る
選
手
の

タ
イ
プ
が
同
じ
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
違
う
ア
ク
セ
ン
ト
を
入

れ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

田
中　

ペ
ド
ロ
ジ
ュ
ニ
オ
ー

ル
、
マ
ル
キ
ー
ニ
ョ
ス
、
シ
ン

プ
リ
シ
オ
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
ト
リ

オ
に
は
満
足
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

　

安
達　

も
ち
ろ
ん
。
す
ご
く

い
い
働
き
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
し
、
何
よ
り
も
〝for the 

team

（
チ
ー
ム
の
た
め
に
）〞

と
動
い
て
く
れ
る
の
が
い
い
で

す
ね
。
結
構
、
守
備
も
し
て
く

れ
ま
す
し
（
笑
）。

　

田
中　

他
に
も
、
岩
波
拓
也

選
手
、
小
川
慶
治
朗
選
手
、
松

村
亮
選
手
が
ユ
ー
ス
か
ら
上
が

っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
ね
。

　

安
達　

育
成
は
、
こ
の
ク
ラ

ブ
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
絶

対
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
以
前
、
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
仕
事
を
し
て
い
た
と

き
、
関
西
担
当
で
兵
庫
県
は
サ

ッ
カ
ー
人
口
も
多
く
、
原
石
が

い
っ
ぱ
い
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
兵
庫
で
、
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
の
ク
ラ
ブ
が
育
成
に
取
り

組
ん
だ
結
果
で
す
。
今
後
、
も

っ
と
も
っ
と
出
て
き
ま
す
よ
。

　

田
中　

Ａ
代
表
に
、
森
岡
亮

太
選
手
、
Ｕ
21
に
岩
波
選
手
、

そ
の
下
の
各
ク
ラ
ス
に
も
、
日

本
代
表
が
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
か
ら
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
を
持

っ
て
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す

か
。

　

安
達　

勝
負
の
厳
し
さ
で

す
。
１
点
、
ワ
ン
プ
レ
ー
の
ミ

ス
で
ゲ
ー
ム
が
決
ま
っ
て
し
ま

う
と
い
う
、
国
内
の
リ
ー
グ
戦

と
は
全
く
違
う
、
国
際
試
合
の

戦
い
を
経
験
し
て
帰
っ
て
き
て

ほ
し
い
で
す
。
勝
つ
の
と
負
け

る
の
と
は
周
り
の
扱
い
も
大
違

い
で
す
し
。
私
は
Ｕ―

17
の
コ

ー
チ
を
し
て
い
た
と
き
、
世
界

大
会
に
い
け
な
か
っ
た
、
悔
し

い
思
い
が
今
で
も
あ
り
ま
す
。

し
、
一
緒
に
戦
っ
て
い
き
た
い

で
す
。　

　

田
中　

監
督
の
ご
出
身
は
西

宮
市
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
神

戸
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す

か
。

　

安
達　

生
ま
れ
は
西
宮
市
で

す
が
す
ぐ
関
東
に
引
っ
越
し
た

の
で
、
兵
庫
県
に
住
む
の
は
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸
に
来
て
か
ら
で

す
。
も
と
も
と
神
戸
に
は
、
港

町
で
外
国
の
も
の
が
入
っ
て
き

て
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
い

う
、
そ
ん
な
良
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ

通
り
で
住
み
や
す
く
、
お
だ
や

か
で
い
い
街
だ
な
あ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

神
戸
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
あ
た

た
か
い
。
も
っ
と
ブ
ー
イ
ン
グ

が
あ
っ
て
も
い
い
の
に
と
思
う

と
き
で
も
（
笑
）、
本
当
に
あ

た
た
か
く
応
援
し
て
く
れ
ま

す
。

　

田
中　

監
督
は
試
合
終
了

後
、
い
つ
も
審
判
の
方
と
握
手

さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
他
の
監
督

で
は
、
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
思

い
で
？

　

安
達　

あ
ま
り
考
え
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
サ

ッ
カ
ー
仲
間
と
し
て
の
リ
ス
ペ

ク
ト
で
し
ょ
う
か
。
審
判
の
方

々
は
す
ご
く
勉
強
さ
れ
て
い
て

尊
敬
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な
気

持
ち
で
す
ね
。

　

田
中　

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
い
つ
も
い
い
光
景
だ
と
見

て
い
ま
す
。
最
後
に
、
座
右
の

銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

安
達　

そ
う
で
す
ね
、
ま
ず

は
「
情
熱
の
あ
る
と
こ
ろ
に
人

も
金
も
集
ま
る
」、
そ
れ
か

ら
、
元
全
日
本
代
表
の
岡
田
武

史
監
督
が
言
っ
た
「
現
状
維
持

を
考
え
た
瞬
間
が
衰
退
の
一
歩

だ
」。
ど
ち
ら
も
本
当
に
そ
う

だ
と
思
い
、
胸
に
刻
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
座
右
の
銘
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
夢

力
」
で
す
。「
む
り
ょ
く
」
と

い
う
と
「
無
力
」
に
な
り
ま
す

が
、
一
字
変
え
る
だ
け
で
全
く

意
味
が
変
わ
り
、
力
が
湧
い
て

く
る
。
選
手
を
良
い
と
思
っ
て

み
る
の
と
、
悪
い
と
思
っ
て
み

る
の
で
は
全
く
違
う
よ
う
に
、

見
方
を
変
え
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

田
中　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
残
り
の
試
合
、
体
に
気

を
つ
け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ノ
エ
ス
タ
（
ノ
エ
ビ
ア
・
ス

タ
ジ
ア
ム
）
の
試
合
も
あ
と
わ

ず
か
、
皆
で
応
援
に
行
っ
て
、

少
し
で
も
上
位
進
出
を
手
助
け

し
ま
し
ょ
う
！ 

（
田
中
）

ヴィッセル神戸　今後の試合予定ヴィッセル神戸　今後の試合予定
Ｊリーグ
第28節 　10／18（土）13：00～　

　徳島ヴォルティス
　 （鳴門・大塚スポーツパークポカリスエ

ットスタジアム）
第29節 　10／22（水）19：00～　

　鹿島アントラーズ（ノエスタ）
第30節 　10／26（日）16：00～　

　大宮アルディージャ（ノエスタ）
第31節 　11／２（日）19：00～　

　サガン鳥栖
　（佐賀　ベストアメニティスタジアム）
第32節 　11／22（土）14：00～　

　横浜Ｆ・マリノス（ノエスタ）
第33節 　11／29（土）14：00～　

　ガンバ大阪（大阪　万博記念競技場）
第34節 　12／６（土）15：30～　

　川崎フロンターレ（ノエスタ）

〈ホームスタジアムのノエビア・スタジアム神
戸へは、地下鉄海岸線・御崎公園駅徒歩５分〉

【あだち　りょう】1969年生まれ。兵庫県西宮市出身。市立船橋高校、
専修大学を経て、横浜フリューゲルスで選手兼アシスタントコーチとな
り、横浜Ｆマリノスコーチ、鹿児島実業高校コーチ、Ｕ-17日本代表監
督、Ｕ-18日本代表コーチなどを歴任。2006年からヴィッセル神戸へ。
10年ヴィッセル神戸強化部長、同年９月～ヘッドコーチ、12年11月～ヴ
ィッセル神戸監督として指揮をとり、１年でのＪ１復帰を達成

固
く
握
手
を
交
わ
す
安
達
監
督
（
左
）
と
田
中
神
戸
支
部
長
（
９
月
11
日
、
西
区
に
あ
る
い
ぶ
き
の
森
球
技
場
で
）

ぜ
ひ
ノ
エ
ス
タ
へ
！

安達　亮安達　亮安達　亮安達　亮 監督監督　　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
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歯
科
部
会
は
９
月
６
日
、
明

石
市
の
原
歯
科
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
見
学
会
を
開

催
し
、
歯
科
医
師
ら
16
人
が
参

加
し
た
。
鈴
木
規
之
先
生
の
感

想
文
を
掲
載
す
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
方
は
か
な
り
進
歩

し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
写

真
の
加
工
ソ
フ
ト
な
ど
で
は
面

倒
な
、
細
か
い
部
分
の
マ
ウ
ス

に
よ
る
修
正
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
助
け
て
く
れ
ま
す
。
感
心

し
た
の
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
と
咬

合
ポ
イ
ン
ト
の
圧
力
の
強
さ
を

色
で
指
示
し
て
く
れ
る
機
能
で

す
。
使
っ
て
い
る
先
生
の
「
半

分
以
上
の
症
例
で
コ
ン
タ
ク
ト

は
ノ
ー
タ
ッ
チ
」
と
い
う
言
葉

部
分
や
、
余
分
な
と
こ
ろ
を
ソ

フ
ト
が
教
え
て
く
れ
て
、
誰
で

も
熟
練
の
技
工
士
さ
ん
と
同
じ

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
支
台
歯
の
ア
ン
ダ

ー
カ
ッ
ト
の
部
分
も
教
え
て
く

れ
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
感
動
的

で
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
方

に
は
不
満
が
あ
り
ま
す
。
削
る

バ
ー
の
大
き
さ
か
ら
、
細
か
い

部
分
が
再
現
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
さ
て
お
き
、
な
ん
と
い

う
の
で
し
ょ
う
か
、
道
で
海
外

製
の
大
型
Ｓ
Ｕ
Ｖ
（
車
）
を
見

た
時
の
よ
う
な
違
和
感
が
あ
り

ま
す
。
日
常
の
診
療
に
ど
う
組

み
込
ん
で
い
く
の
か
。
こ
れ
が

あ
れ
ば
あ
ん
な
こ
と
も
、
こ
ん

な
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
こ
な
い

の
で
す
。

　

私
は
、
本
命
は
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

産
の
小
型
車
の
よ
う
に
工
夫
と

ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

た
も
の
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
で
は

２
０
０
万
円
内
外
で
試
作
を
し

て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。
ぜ
ひ

実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

【
西
宮
市
・
歯
科

 

鈴
木　

規
之
】

　

歯
科
部
会
は
８
月
31
日
に
協

会
会
議
室
で
、
歯
科
定
例
研
究

会
「
顎
骨
と
全
身―

画
像
診
断

医
の
立
場
か
ら―

」
を
開
催
。

松
本
歯
科
大
学
歯
学
部
歯
科
放

射
線
学
講
座
の
田
口
明
教
授
を

講
師
に
、
41
人
が
参
加
し
た
。

青
山
正
幸
先
生
の
感
想
文
を
掲

載
す
る
。

　

今
回
の
演
題
は
「
顎
骨
と
全

身
」
で
あ
る
が
、
田
口
先
生
の

穏
や
か
な
わ
か
り
や
す
い
口
調

で
始
ま
っ
た
。
一
般
に
歯
科
放

射
線
学
と
い
う
と
歯
科
の
臨
床

と
は
か
け
離
れ
た
も
の
を
想
像

し
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

今
日
の
講
演
を
拝
聴
し
て
考
え

方
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
。

　

顎
骨
の
形
態
的
、
質
的
変
化

と
遺
伝
的
疾
患
や
代
謝
性
疾
患

の
診
断
と
を
結
び
つ
け
る
と
い

う
こ
と
や
、
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
写

真
を
利
用
し
て
骨
粗
鬆
症
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
な
い
か

と
い
う
、
歯
科
に
と
ど
ま
ら
ず

医
科
で
も
最
近
注
目
を
浴
び
る

も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
田
口
先
生
は
顎
骨
骨

髄
炎
や
顎
骨
に
発
生
す
る
種
々

の
系
統
疾
患
に
も
造
詣
が
深

く
、
驚
い
た
。
今
話
題
の
Ｂ
Ｐ

製
材
由
来
の
顎
骨
骨
髄
炎
に
つ

い
て
も
く
わ
し
く

説
明
し
て
い
た
だ

き
、
明
日
か
ら
の

臨
床
に
大
変
役
立

つ
内
容
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本

人
で
唯
一
Ｂ
Ｐ
製

材
由
来
の
顎
骨
骨

髄
炎
の
国
際
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成

に
も
関
与
さ
れ
て

い
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

利
用
し
て
顎
関
節

症
の
診
断
に
応
用

す
る
研
究
も
非
常
に
興
味
深
い

も
の
だ
っ
た
。

　

動
脈
硬
化
の
進
行
度
合
い
や

乳
が
ん
患
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い

る
。
循
環
器
内
科
と
協
力
し
て

歯
周
病
と
ア
テ
ロ
ー
ム
性
心
臓

血
管
病
変
や
ラ
ク
ナ
梗
塞
と
の

関
係
を
調
べ
る
研
究
で
は
、
歯

周
病
治
療
に
よ
り
血
管
内
皮
機

能
が
改
善
さ
れ
心
筋
梗
塞
の
リ

ス
ク
を
下
げ
る
と
い
う
成
果
を

出
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｘ
線
診
断
の
話
で
は
学
生
時

代
に
聞
い
た
玉
ね
ぎ
の
皮
状
で

あ
る
と
か
、
陽
光
状
で
あ
る
と

か
、
虫
食
い
状
で
あ
る
と
か
い

う
名
前
が
次
々
と
出
て
き
て
懐

か
し
か
っ
た
。
何
よ
り
田
口
先

生
は
何
事
に
も
科
学
的
な
思
考

の
で
き
る
素
晴
ら
し
い
先
生
だ

っ
た
。

【
明
石
市
・
歯
科

 

青
山　

正
幸
】

感
想
文

CAD技術の
高さに感動

歯科CAD／CAMシステム見学会

明
日
か
ら
の
臨
床
に

大
変
役
立
つ
内
容

感 想 文
歯
科
定
例
研
究
会
・
顎
骨
と
全
身

CADの設備やソフトについて、原栄実子先生
（原歯科勤務医）が実際に演じながら説明した　

に
は
重
み
が
あ

り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は

形
成
や
模
型
を

ス
キ
ャ
ン
す
る

ソ
フ
ト
で
す
。

フ
リ
ー
ハ
ン
ド

で
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
撮
影

す
る
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
内
で

３
Ｄ
の
画
像
に

変
換
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
を

使
え
ば
、
ワ
ッ

ク
ス
ア
ッ
プ
の

時
、
足
り
な
い

顎骨の形態的、質的変化と疾患の診断とを
結びつけて説明する田口先生　　　　　　

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

日　時　10月18日（土）14時30分～
会　場　協会６階会議室
記念講演　 最近の医療過誤訴訟の動向－間違

いだらけの医療過誤の考え方－
講　師　阪神合同法律事務所
　　　　川西　譲弁護士
　　　　※終了後懇親会（無料）

■神戸支部■第35回支部総会・記念講演

日　時　10月17日（金）14時～15時30分
会　場　西宮医療会館１階会議室
テーマ　 腰と下肢の痛み、ロコモティブ

・シンドローム
講　師　Mr.Robert Conroy

■西宮・芦屋支部■話せる英語で診療#42

月
刊
保
団
連
・
臨
時
増
刊
号

『
歯
科
点
数
早
見
表
』

Ｂ
５
判
12
ペ
ー
ジ　

２
０
１
４
年
10
月
版

　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
頒
価　

無
料

「歯科点数早見表・2014年10月版」を
月刊保団連10月号に同封してお届け

●医院経営研究会 10月例会

日　時　10月25日（土）14時30分～17時　　会　場　協会６階会議室　　
講　師　（株）日本医業総研　柳　尚信氏
参加費　3000円（医経研会員は無料）

医院継承・閉院の準備と留意点医院継承・閉院の準備と留意点

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 山下まで

　協会審査対策部は近畿厚生局兵庫事務
所に行政文書の開示請求を行い、2014年
度保険医療機関等指導等月別実施予定表
の開示を受けた。
　指導等の実施予定として、集団的個別
指導は、医科病院が11月に26件、医科診
療所は11月に282件、歯科が12月に186
件、翌年１月に56件予定されている。実
施件数はほぼ昨年並みとなっている。
　新規個別指導は、医科病院５件、医科
診療所127件、歯科68件とほぼ昨年並み
の実施予定となっている。
　個別指導は、医科病院が６件、医科診
療所が29件、歯科が34件予定されてお
り、医科病院は昨年と同じ実施予定件数

2014年度指導等月別実施予定
個別指導の実施予定件数が大幅に増加！

であるが、医科診療所では10件→29件、
歯科でも16件→34件と昨年に比べて大幅
に増えている。
　なお、個別指導の選定理由について
は、「情報提供」「再指導」「高点数」「そ
の他」と４区分とされているが、それぞ
れの内訳は非開示となっている。
　施設基準調査については、医科病院で
62件予定されている。こちらも昨年なみ
の実施件数となっている。
　昨年と比べて個別指導の実施予定件数
が多くなっており、最近は個別指導から
監査に至るケースも増えている。
　指導の実施通知が届いたら協会にぜひ
ご相談いただきたい。

お申し込み・お問い合わせは、　　
　　　☎078－393－1801まで

2014年度　保険医療機関等指導等月別実施予定表
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年度計

医科

病院

集団指導
新規指定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
新規登録 40 0 0 0 0 210 0 0 0 0 0 0 250

集団的個別指導 0 0 0 0 0 0 0 26 0 0 0 0 26
新規個別指導 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0 5

個別指導

情報提供
再指導
高点数
その他
合計 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 1 1 6

施設基準調査 0 2 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 62

診療所

集団指導 新規指定 0 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 132
指定更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団的個別指導 0 0 0 0 0 0 0 282 0 0 0 0 282
新規個別指導 0 8 8 12 6 12 12 12 12 15 15 15 127

個別指導

情報提供
再指導
高点数
その他
合計 0 4 3 2 2 2 4 4 2 2 2 2 29

医科合計 0 4 3 2 3 3 4 4 3 3 3 3 35
診療所・施設基準調査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

歯科

集団指導
新規指定 0 10 0 12 0 12 0 13 0 13 0 13 73
指定更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
新規登録 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 0 0 30

集団的個別指導 0 0 0 0 0 0 0 0 186 56 0 0 242
新規個別指導 0 6 7 6 6 6 6 7 6 6 6 6 68

個別指導

情報提供
再指導
高点数
その他
合計 0 1 2 2 4 2 4 4 4 4 5 2 34

（近畿厚生局兵庫事務所開示資料より作成）

10月１日から
歯科用貴金属材料価格が一部改定



医療事故、医療施設
の事故を補償

月払１口１万円～／一時払１口50万円～

医師・歯科医師の資産形成におすすめです。
加入者55,000人、積立金総額１兆１千億円

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 毎年高配当を継続　過去5年平均45％配当
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせていつでも
　増額･減額可

・急な出費にも１口単位で解約可能
・払込が困難なときは掛金中断、余
　裕ができたら掛金再開

ご加入者が5000人を超えました。
いまご加入の保険の見直しに効きます！

自在性が
魅力！

１．最長75歳まで、730日の充実保障
２．割安な掛金が満期まで上がりません
３．掛け捨てではありません
４．弔慰・高度障害給付あり
５．自宅療養、代診をおいても給付
６．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
７．所得補償保険との重複受給ＯＫ

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を
払っていませんか？

休業保障制度の上乗せに

休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店
手数料を含まない、非営利･助け合いの共済です。手数料を含まない、非営利･助け合いの共済です。

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度 グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険 保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

２０１４年(平成２６年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７６３号（５）

員員 稿稿
会 投

　

太
平
洋
戦
争
従
軍
中
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
デ
ン
グ
熱
に
か
か

っ
た
（
１
９
４
４
年
）。
40
〜

41
度
の
発
熱
が
丸
２
日
間
続
い

た
。
そ
の
間
サ
イ
ダ
ー
ば
か
り

飲
ん
で
寝
転
が
っ
て
い
た
。
発

熱
以
外
の
自
覚
症
状
（
頭
痛

等
）
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
戦
争
中
「
蚊
に
刺
さ
れ
る

な
」
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。

前
後
し
て
十
数
人
の
兵
士
も
罹

患
し
た
。
症
状
は
ほ
と
ん
ど
同

様
、
そ
の
熱
は
マ
ラ
リ
ア
の
発

熱
以
上
で
あ
っ
た
と
覚
え
て
い

る
。

　

解
熱
後
３
日
間
ぐ
ら
い
全
身

倦
怠
は
あ
っ
た
が
、
日
常
勤
務

に
は
戻
っ
て
い
た
。
思
い
返
す

と
回
復
に
要
し
た
期
間
の
差
は

結
局
体
力
次
第
で
あ
っ
た
（
治

療
は
ア
ス
ピ
リ
ン
く
ら
い
で
あ

っ
た
）。
そ
し
て
私
を
含
め
て

二
度
か
か
っ
た
も
の
は
全
く
な

か
っ
た
こ
と
を
思
う
と
免
疫

は
？
死
亡
例
は
な
か
っ
た
。

　

不
勉
強
そ
れ
以
上
デ
ン
グ
熱

の
こ
と
は
知
ら
な
い
。

　

私
は
、「
雲
雀
」
と
い
う
俳

句
結
社
の
主
催
す
る
「
た
か
ん

な
句
会
」
に
毎
月
第
４
土
曜
日

の
19
時
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。「
雲
雀
」
の
主

宰
は
宝
塚
市
医
師
会
、
保
険
医

協
会
の
会
員
で
精
神
科
開
業
の

岡
本
純
子
先
生
で
、
発
行
人
は

品
川
純
胡
（
岡
本
先
生
の
俳

号
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
雲
雀
」
は
月
刊
誌
で
、
２

０
１
４
年
９
月
現
在
で
69
巻
第

９
号
と
69
年
の
歴
史
が
あ
り
、

創
始
者
は
四
国
松
山
の
純
胡
先

生
の
お
父
様
、
品
川
柳
之
氏
で

あ
る
。
そ
の
後
、
お
兄
様
の
品

川
嘉
也
先
生
（
日
本
医
科
大
学

の
教
授
で
大
脳
生
理
学
者
）
に

引
き
継
が
れ
た
が
、
若
く
し
て

夭
逝
さ
れ
た
た
め
、
３
代
目
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
純
胡
先
生
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
と
精
神

科
医
の
開
業
医
を
中
心
と
し
た

医
師
の
集
ま
り
に
、
何
故
か
あ

ま
り
上
品
で
な
い
泌
尿
器
科
医

の
私
が
、
ビ
ー
ル
や
焼
酎
を
片

手
に
加
わ
っ
て
、
わ
い
わ
い
と

　

２
０
１
３
年
１
月
21
日
、
麻

生
太
郎
副
総
理
は
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
で
、
終
末
期

医
療
に
関
し
、
高
齢
者
が
「
い

い
か
げ
ん
に
死
に
た
い
と
思
っ

て
も
延
命
治
療
に
よ
り
『
生
き

ら
れ
ま
す
か
ら
』
な
ん
て
言
わ

れ
生
か
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
か
な
わ

な
い
。
政
府
の
金
で
高
額
医
療

を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思

う
と
、
寝
覚
め
が
悪
い
。
さ
っ

さ
と
死
ね
る
よ
う
に
し
て
も
ら

わ
な
い
と
解
決
し
な
い
」
と
高

齢
者
の
声
を
代
弁
す
る
よ
う
な

発
言
を
さ
れ
る
と
同
時
に
、
自

分
の
意
見
と
し
て
「
末
期
治
療

費
と
し
て
月
に
１
千
数
百
万
円

が
い
る
と
い
う
現
実
を
厚
生
労

働
省
は
一
番
よ
く
知
っ
て
い

る
」
と
述
べ
、
財
政
負
担
が
重

い
現
実
を
指
摘
。

　

金
食
い
虫
、
早
よ
う
死
な
ん

か
い
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
よ

う
な
言
論
。
こ
れ
を
紙
上
で
み

た
私
は
、
平
常
か
ら
失
言
の
多

い
副
総
理
で
あ
る
が
、
こ
ん
な

発
言
を
す
れ
ば
世
論
は
ど
う
反

発
す
る
か
、
そ
れ
に
よ
る
副
総

理
に
対
す
る
国
民
の
批
判
、
ご

自
分
の
損
失
を
考
え
た
こ
と
は

な
い
の
か
。
こ
の
発
言
は
終
末

期
医
療
の
否
定
に
も
つ
な
が
る

発
言
と
解
釈
し
て
抗
議
す
る
人

も
多
々
あ
る
と
考
え
た
が
、
い

く
ら
な
ん
で
も
政
治
家
が
自
分

自
身
を
傷
つ
け
る
発
言
を
す
る

は
ず
が
な
い
。
こ
れ
は
彼
の
表

現
力
が
下
手
な
た
め
、
第
３
者

が
誤
解
す
る
よ
う
な
表
現
に
な

っ
た
と
善
意
に
解
釈
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
85
歳
を
超
え

た
私
自
身
は
、
核
家
族
化
が
進

み
、
配
偶
者
の
死
亡
で
独
居
と

な
る
高
齢
者
が
増
え
る
現
在
、

自
分
が
そ
の
立
場
に
な
れ
ば
い

か
に
す
べ
き
か
真
剣
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

愚
息
な
ど
は
多
忙
で
常
時
付

クリニックの待合室でビールを片手に
和気あいあいと楽しむ　　　　　　　

や
っ
て
い
る
。
七
句
投
句
の
七

句
選
、
主
宰
に
は
二
十
句
選
を

し
て
も
ら
っ
て
そ
の
中
か
ら
天

地
人
を
つ
け
て
も
ら
い
、
選
評

を
し
て
も
ら
う
と
、
そ
の
後
は

世
間
話
に
な
る
。

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る

と
、「
た
か
ん
な
句
会
」
が
掲

載
さ
れ
た
の
が
２
０
０
５
年
の

７
月
号
で
、
８
月
号
に
「
病
床

の
窓
に
戯
る
か
た
つ
む

り　

新
（
私
の
名

前
）」
と
あ
る
の
で
、

こ
ん
な
私
が
10
年
近
く

も
参
加
し
続
け
て
い
る

の
も
、
純
胡
先
生
の
御

人
徳
と
言
う
他
は
な

い
。

　

ま
ず
句
の
巧
拙
に
関

わ
ら
ず
選
句
し
て
く
れ

る
、
高
飛
車
な
講
評
は

一
切
な
し
、
朱
筆
を
入

れ
る
に
し
て
も
や
ん
わ

り
と
し
た
物
言
い
で
、

お
酒
は
い
く
ら
飲
も
う

が
お
咎
め
な
し
。
協
会
事
務
局

の
方
も
参
加
さ
れ
、
初
め
て
創

っ
た
句
も
季
語
が
な
い
な
ど
と

目
く
じ
ら
を
立
て
る
こ
と
も
な

く
、「
お
も
て
な
し
の
句
を
創

ら
れ
ま
し
た
ね
」
と
持
ち
上
げ

ら
れ
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
と
い

っ
た
と
こ
ろ
。

　

ち
な
み
に
「
た
か
ん
な
」
と

は
筍
の
こ
と
で
、
育
ち
す
ぎ
て

大
藪
（
医
者
の
）
に
な
ら
な
い

よ
う
に
と
主
宰
が
名
付
け
親
で

あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
堅
苦
し

さ
は
一
切
な
し
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
ビ
ー
ル
片
手
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

※
本
誌
４
月
25
日
号
に
岡
本
純

子
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

き
添
う
こ
と
は
不
可
能
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
入
居
の
待

機
期
間
10
年
。
介
護
付
有
料
老

人
ホ
ー
ム
（
入
居
料
数
千
万

円
、
毎
月
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
食
費
＋
管
理
費
）
は
長

期
間
生
き
永
ら
え
た
ら
金
銭
的

に
入
居
不
可
能
等
を
考
え
る
と

同
時
に
、
も
し
も
私
が
終
末
期

の
状
況
に
陥
っ
た
場
合
、
以
前

で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
死
亡
す
る

し
か
な
か
っ
た
が
、
今
は
人
工

呼
吸
器
や
心
肺
装
置
、
輸
液
等

延
命
手
段
の
進
歩
、
治
療
費
１

カ
月
１
千
数
百
万
円
の
支
出
に

よ
り
長
期
に
生
存
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
厚
労
省
は
手
柄
顔
を

し
た
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て

し
ま
う
。

　

だ
が
、
終
末
期
医
療
の
あ
り

方
は
、
そ
の
個
人
の
価
値
観
に

基
づ
い
た
自
己
決
定
が
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
意
識
の
な

い
患
者
の
延
命
治
療
の
是
非
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
国
民
の
68

％
、
医
師
の
66
％
が
「
望
ま
な

い
」
と
回
答
し
た
と
あ
る
。
私

は
相
続
人
あ
て
に
請
願
書
を
書

き
、「
今
後
私
が
医
学
的
に
ど

の
よ
う
な
治
療
を
行
っ
て
も
回

復
す
る
可
能
性
が
な
い
と
判
断

　

民
主
党
が
一
度
は
無
駄
ダ
ム

だ
と
認
定
し
た
、
西
日
本
第
一

級
の
巨
大
ダ
ム
・
小
豆
島
の
新

内
海
ダ
ム
が
完
成
し
、
約
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。
ダ
ム
で
は
、

以
下
の
よ
う
な
異
常
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

①
堰
堤
等
の
ヒ
ビ
割
れ
と
漏

水
、
斜
面
の
崩
壊
、
②
ダ
ム
湖

お
よ
び
上
流
・
支
流
の
汚
染
、

井
戸
水
の
汚
染
、
③
寒
霞
渓
の

荒
廃
、
ダ
ム
の
東
側
上
方
の
電

波
塔
設
置
付
近
の
竹
藪
が
大
量

に
枯
れ
る
、
猿
や
鹿
な
ど
の
出

没
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
多

数
、
④
周
辺
住
居
の
屋
根
瓦
や

ト
ユ
な
ど
突
風
被
害
、
⑤
周
囲

へ
の
不
法
投
棄
多
発
、
⑥
盛
り

（
上
）
堰
堤
下
方
の
斜
面
の
崩
壊
（
下
）
ダ
ム
の
支
流
別
当
川
の
泡
状
汚
染
水

土
の
崩
壊
と
生
い
茂
る
雑
草
群

　

汚
染
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

ダ
ム
の
水
は
、
浄
化
さ
れ
て
島

々
に
飲
料
水
と
し
て
配
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
井
戸
水
で
洗
顔
し

て
い
た
方
に
は
、
最
近
緑
内
障

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
鉄
成
分

の
ヘ
モ
ジ
デ
リ
ン
に
よ
る
眼
内

炎
症
反
応
で
し
ょ
う
か
？　

 

生
活
用
水
で
あ
る
井
戸
水
が
使

え
な
く
な
り
、
全
国
平
均
の
３

倍
の
価
格
の
水
道
水
を
使
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
突
然
死
し
た
若
い
錦
鯉

の
可
哀
想
な
写
真
が
、
井
戸
水

で
飼
育
さ
れ
て
い
た
住
民
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
鉄
成
分

の
異
常
が
住
民
側
の
調
査
で
判

明
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
異
常
が
ダ
ム
の
完
成

後
顕
著
に
な
り
、
住
民
は
そ
の

都
度
、
行
政
側
に
報
告
し
て
い

ま
す
が
、
因
果
関
係
は
一
切
認

め
な
い
と
の
通
知
が
来
て
い
ま

す
。
堰
堤
の
漏
水
や
ヒ
ビ
割
れ

も
証
拠
の
写
真
が
あ
り
ま
す

が
、
認
知
さ
れ
ず
、
下
流
の
住

民
は
不
安
な
日
々
で
す
。

　

ダ
ム
完
成
後
、
貯
水
し
て
ダ

ム
の
安
全
性
を
確
認
す
る
試
験

湛
水
と
い
う
満
水
テ
ス
ト
は
完

全
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
放
流
に
よ
り
水
面
は
常

に
下
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

住
民
は
工
事
の
取
り
消
し
な

ど
を
求
め
裁
判
を
行
い
ま
し
た

が
、
意
図
的
に
長
引
か
さ
れ
、

試
験
湛
水
も
行
わ
れ
な
い
ま

ま
、
10
月
初
め
に
判
決
が
出
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
で
は
ダ
ム
に
反
対
す

る
と
職
を
な
く
し
た
り
、
医
院

で
は
患
者
が
減
る
そ
う
で
す
。

　

多
く
の
公
共
事
業
に
お
け
る

地
方
犠
牲
は
、
地
方
が
豊
か
だ

っ
た
過
去
や
、
現
在
で
も
豊
か

な
地
方
で
は
何
と
か
防
が
れ
て

き
ま
し
た
。
地
方
が
疲
弊
す
る

よ
う
意
図
的
に
つ
く
ら
れ
た
格

差
社
会
が
、
大
切
な
故
郷
の
環

境
を
破
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、

巨
額
の
買
収
や
地
域
内
の
争
い

に
よ
り
、
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ま
で
破
壊
し
て
い
ま
す
。

　

無
駄
ダ
ム
だ
け
で
な
く
地
方

建
造
の
巨
大
な
産
業
廃
棄
物
処

理
場
や
危
険
な
原
発
が
、
大
切

な
私
た
ち
の
故
郷
の
全
て
を
破

壊
し
て
い
き
、
日
本
を
急
速
に

崩
壊
に
導
い
て
い
る
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。

さ
れ
た
場
合
は
延
命
治
療
を
希

望
し
ま
せ
ん
」
と
、
政
府
の
金

で
高
額
医
療
を
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
思
い
た
く
な
い
た

め
、
駄
文
を
し
た
た
め
た
よ
う

な
次
第
。

員員

稿稿

会

投

私もデング熱に
かかりました
洲本市　　松本　敬明

員員 稿稿
会 投

た
か
ん
な
句
会
と
私

た
か
ん
な
句
会
と
私

宝
塚
市　
　

澤
村
い
る
ふ（
俳
号
）

員員

稿稿

会

投

終末期医療のあり方は
個人の自己決定

高砂市　　多木　喬郎

水
の
汚
染
な
ど
異
常
が
多
発

水
の
汚
染
な
ど
異
常
が
多
発

灘
区　
　

山
中　
　

忍

香
川
県
・
小
豆
島
新
内
海
ダ
ム
完
成
後
１
年

香
川
県
・
小
豆
島
新
内
海
ダ
ム
完
成
後
１
年
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（６）第１７６３号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１４年(平成２６年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

第23回日常診療経験交流会第23回日常診療経験交流会
メインテーマ「いま問う　あなたの情熱」「いま問う　あなたの情熱」
10月26日（日）10時～17時
神戸市産業振興センター９・10階（JR神戸駅南へ徒歩７分）

医科・歯科・薬科交流企画 　14時30分～17時　９階901号会議室

「医科・歯科・薬科連携の新たなステージ～日常診療にすぐ役立つはなし～」
【医科】「女性学入門　その一」 八木クリニック（尼崎市）　八木　秀満先生　　　

　　　　「高血圧症、糖尿病、高脂血症のガイドラインを見直す　日本人間ドック学会が投げかけたもの」
 神戸協同病院（長田区）　上田　耕蔵先生　　　

　　　　「ロコモティブシンドロームについて」 わたや整形外科（尼崎市）　綿谷　茂樹先生　　　

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間

Ａ
分
科
会　

９
０
１
号
会
議
室

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 高血圧症通院者100名について５年目の健康管理の検討
～通院状況・中断背景、降圧状況、使用薬剤数および診療連携の実際について 10：05～10：20

2 木村　優美 広川内科クリニック 看護師 地域訪問看護と外来看護の連携の中であらたに学んだこと　～３事例を通して～ 10：20～10：35

3 金光　伴訓 白澤薬局 段上店 薬剤師 在宅での残薬処理と服薬管理 10：35～10：50

4 坂井　瑠実 本山坂井瑠実クリニック 医師 最近の透析医療は？　腎代替療法の最前線 10：50～11：05

5 喜原　まり 野村医院 看護師 難治性下肢潰瘍のマネジメント 11：10～11：25

6 高田　裕　 たかたクリニック 医師 日常診療におけるスマートデバイスの活用 11：25～11：40

7 高田多美江 ドリーム調剤薬局 薬剤師 米国の薬局について 11：40～11：55

8 池内　春樹 小野寺医院 医師 こどもたちの予防接種もれを防ぐために、あなたはどんな工夫をされていますか 11：55～12：10

9 森岡　芳雄 東神戸病院 医師 空気の汚れ調査2014 13：00～13：15

10 宮岡　直美 訪問看護ステーションだいとう 看護師 在宅ホスピスケアにおける看取りと葬儀を通し学び得たこと　
－アンケート結果から得たこと－ 13：15～13：30

11 酒井　健　 大手前大学 臨床心理士 見ているようで見ていない 13：30～13：45

12 西原　弘道 西原クリニック 医師 これからの有床診の在り方 13：45～14：00

Ｂ
分
科
会　
９
０
４
・
９
０
５
号
会
議
室

1 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 高齢者の骨粗鬆症リスク　－パノラマＸ線写真を用いたスクリーニング調査－ 11：10～11：25

2 山中　忍　 山中眼科 医師 両眼開放オートレフ普及が弱視児童を激減させる 11：25～11：40

3 清水　純也 室井整形外科・心療内科 臨床心理士 緩和ケアにおける心理的評価の重要性 11：40～11：55

4 藤井　佳朗 新神戸歯科 歯科医師 認知症老人に対する歯科治療のレビュー 11：55～12：10

5 木之瀬沙希
中筋　充美 中村整形外科リハビリクリニック 管理栄養士 肥満外来　栄養指導の実践（2200例）－糖質制限食及び運動療法－ 13：00～13：15

6 樽井　昭司 尼崎市薬剤師会　会営薬局 薬剤師 無菌調剤室共同利用研修会および尼崎市内の病院および近隣市内の病院の地域連
携室へのアプローチ 13：15～13：30

7 能勢　大樹 原歯科 歯科医師 CAD／CAMシステムを用いた臨床の実際 13：30～13：45

8 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 日本人間ドック学会の基準範囲の意義 13：45～14：00

〈分科会プログラム〉10時～14時、９階

JR
神
戸
駅

デュオこうべ
（山の手）

デュオこうべ
（浜の手）
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901号会議室 904・905号
会議室

902・903・906号
会議室

1001・1002号
レセプションルーム

開会セレモニー・あいさつ

あなたと私の展示
会／ポスターセッ
ション／医院新聞
／情報ネットワー
ク／業者展示／喫
茶コーナー／薬科
部企画（生薬試飲
コーナー）／特産
品展示・引換／特
別企画

分科会Ａ

分科会Ａ 分科会Ｂ

（昼食休憩） （昼食休憩）

分科会Ａ 分科会Ｂ 救急フェスタ
CPR講習会
（90分）

（休憩）

医科・歯科・薬科交流企画 16：00

10：00
10：05

12：10

13：00

14：00

17：00

14：30

11：10

ご参加お待ちしています!!ご参加お待ちしています!!

【歯科】「低コストでできる感染対策」
 かわむら歯科（伊丹市）　川村　雅之先生

　　　　「親知らずの抜歯時期について・考」 川西　敏雄先生

【薬科】「OTCとののみあわせ」（仮）
 たんぽぽ薬局（宝塚市）　森本　　愛先生

　　　　「オリジナル“ブック型お薬カレンダー”の活用」
 東神戸薬局（東灘区）　下浦　志織先生
　　　　「危険ドラッグ」（仮）
 クレエル薬局（尼崎市）　中村　信也先生

救急フェスタ 　13時～14時30分　　　　　　　　　10階1001・1002号レセプションルーム
－いざという時のために－　CPR講習会（心肺蘇生法実技講習会）

展示コーナー 　10時～16時　９階902・903・906号会議室

ポスターセッション、医院新聞、文化部会員作品展「あなたと私の展示
会」、情報ネットワークコーナー、薬科部企画（生薬試飲コーナー）ほか
※先着220名様に、兵庫県下各地の特産品をおみやげとしてお持ち帰りい
ただきます。
※薬科部企画として、先着100名様に「薬草を使った入浴剤」をプレゼント！
お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803 研究部まで


